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合合同同公公演演へへのの御御来来場場 

        あありりががととううごござざいいままししたた。。 

 

  

 １１月５日（土）・６日（日）に、恵那市の恵那文化センターにて、東濃地区合同公演が行われま

した。本校は６日の１６：４０からの上演。遠い会場にもかかわらず、大勢の方々にご来場いただき

ました。毎年、１年生のデビューとなるこの公演ですが、今年は２年生の英断

で、キャストが全て１年生というかつてない試みを行いました。苦労も大きか

った代わりに、作り上げる喜びも大きかった、この秋の取り組みを振り返って

みます。 

 ちなみに、以下のＨＰ本文を初めて生徒に任せてみました。部員の書いたも

のを読んで次の部員が入ってくる、そんな流れになればと期待します。 

 

何がやりたい？ 

 脚本作成にあたって、１年生から出された「学園もの」、「ＳＦ」、「着物」、「外国人」などの

多くの条件を満たすことはとても大変で苦労が多くありました。顧問の脚本に部員全員でいろいろな

アイデアを盛り込み、「持ってる！」が出来上がりました。試行錯誤の末、一人一人が満足のできる

ものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人は立場で変わる 

  毎年のことではありますが、とても頼もしかった３年生が抜けた部活はどことなく不安な空気が漂

っていました。ですが、２年生２人が的確な指示を出し、１年生をまとめていきました。指導する側、

される側、双方が苦労を重ねたおかげで、約１ヶ月という短い練習期間に１・２年生それぞれが見違

えるように成長していきました。機会を与えられれば、自覚が芽生え、辛いことでも乗り越えていけ

るものなんだと実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



悩んだ役作り 

 脚本が決まり、１年生７人ぞれぞれに自分の役が与えられました。夏の大会で舞台に立った者も、

皆ほとんど台詞がありませんでしたから、初めて本格的に演技をすることになりました。 

 しかし、どの役も個性的で、役作りにはとても苦労しました。超能力者の女子高生たち、学園のア

イドル、外国人英語教師、小学４年生、理科教師・・・。どれも魅力はありますが、それだけに言葉

のニュアンス、立ち振る舞いなどを自分なりのものに作り上げていくことが大きな課題となりました。 

「ここはもっとおもしろくなると思うのに・・・」と悩む日々が続きました。１年と２年が力を合わ

せ、役作りも台本の修正もみんなで案を出し合い、もっと劇がよくなるように努力しました。 

 その結果、それぞれが役を自分のものにし、台本も前よりも数倍おもしろくなりました。これも団

結力があってこそだと思います。役作りだけでなく、音や照明のタイミング合わせなど、連携プレイ

の成果がたくさん出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気のよすぎる１年生・・・ 

   今年の１年生はとても元気のよい子達がそろいました。しかし、練習中の集中力のなさが目立ちま

す。やる時と休む時のけじめが課題となりました。 

頑張り時の２年生！ 

 一方で、２年生が２人だけということもあり、元気の良い１年生をまとめていくのは一苦労でした。

スタッフ仕事も演出も２人でやるという、２年生にとって初めての試練であり、成長の機会でもあり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本番！ 

 本番間近の通し稽古には、前部長やＯＢの方々が駆けつけてくださり、的確なアドバイスと温かい

励ましの言葉をくださいました。 

 そして、ついに、不安でもあり楽しみでもあった本番がやってきました。本番前の１年生の様子は

様々で、泣き叫ぶ子もいれば、腹痛を訴える子、テンションがあがりきってしまう子・・・それぞれ

の時間を過ごしていました。 

 しかし、劇が始まると本番前の緊張はなんだったと思うほどの演技を見せてくれました。それまで

の通し稽古よりも格段にレベルアップした本番となりました。 

 恵那文化センターの会場には、瑞浪高校の生徒の皆さんや先生方、そして家族が大勢来てください

ました。他校の上演よりも目に見えて客席が埋まった会場で、たくさんの笑いが巻き起こり、演じる

喜びを存分に味わうことができました。心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

冬季自主公演も予定 

 通常は、年度内の本校上演は、この後３月の文化部合同発表会を残すのみなのですが、去年から新

しい試みに挑戦しています。それは、１月に学校の教室を会場にしての学内自主公演です。合同公演

後すぐに準備を開始し、スタッフ、キャストを順調に決めて、現在稽古に入っています。 

 

 詳しい日程はまたお知らせしますが、１月１２日（木）の放課後と、１５日（日）の１０：３０～

及び１４：００～に上演する予定です。 

 会場作りも一からすべて生徒で行います。狭い会場ですので、役者の細かい表情、動作の伝わる空

間で演技をお伝えできると思います。今年は去年の劇と全く違うものをつくりあげます。小さな上演

ですが、足をお運びいただけましたら幸いです。 

 

 今後とも、瑞浪高校演劇部は精進を重ねて参りますの

で、よろしくお

願いいたしま

す。 

 



 

 

 

 

 

 

今回の上演台本は、こちらから。 

 

瑞浪高校演劇部作 「持ってる！」 ７人・６０分 


